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３．参考資料 

（１）農林水産物・食品の輸出額 

  我が国の農林水産物・食品の輸出額は、近年順調に拡大し、平成 19（2007）年には 5,160

億円となったが、リーマンショック等を契機とした世界的な不況や平成 23（2011）年３

月に発生した東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故の影響等によって減少し、

「５千億円の壁」に当たっていた。 

 

このような中、農林水産業の成長産業化を目指すため、農林水産物・食品の輸出を重

点施策として官民挙げて取り組んできたところ、平成 25（2013）年には増加に転じ、輸

出額の統計を取り始めた昭和 30（1955）年以降最高額の 5,505億円を記録した。その後

も堅調に拡大し、平成 27（2015）年は３年連続で過去最高額となる 7,451億円（対前年

比＋21.8％）を記録、初の７千億円台に到達した。 

 

●農林水産物・食品の輸出額の推移 

 

      

 

 

  

○為替レートの推移
年 平成18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年

円／ドル 116 118 104 94 88 80 80 97 105 121
円／ユーロ 145 161 154 130 117 111 102 129 140 135
出典：税関「税関長公示レート」を基に農林水産省作成出典：税関「税関長公示レート」を基に農林水産省作成 



46 

 

農林水産物・食品の輸出額を品目別で見ると、水産物が約４割、加工食品が約３割を

占めている。また、国・地域別に見ると、１位香港、２位米国、３位台湾、４位中国、

５位韓国となっており、地域別ではアジアが 74％、北米が 16％と、アジア向けの輸出が

大半を占める構造となっている。 

 

●品目別輸出額（平成 27年（2015年）） 

※カッコ内は輸出総額に占める割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●国・地域別輸出額（平成 27年（2015年）） 

※カッコ内は輸出総額に占める割合 

 

 

農林水産省では、平成 32（2020）年までに農林水産物・食品の輸出額を１兆円規模に

拡大するという目標を掲げ、この目標の達成のため、輸出環境の整備や商流の拡大に取

り組んできた。特に輸出環境の整備については、放射性物質に係る輸入規制といった複

数の品目や国・地域に共通する横断的な課題と、各品目固有又は相手先国・地域固有の

課題があり、それぞれに重要度や難易度を考慮し、優先順位を付して解決に向けて取り

組んでいくことが重要である。 
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（参考）農林水産物・食品の国別・品目別輸出戦略（平成 25（2013）年８月策定） 

 

 
  


